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西諸県地域の普及活動

令和５年５月

西諸県農林振興局

（西諸県農業改良普及センター）

Ⅰ 管内農業・農村の主な動き

１）令和５年度きりしま農業推進機構通常総会の開催
23日、JAこばやしにて委員21名参加のもと総会が開

催され、提案された全ての議案が承認されました。

今回の総会では、機構の設置及び運営に関する規則

の改正案の提案があり、農地中間管理事業の業務委託

契約をきりしま推進機構から市町へ変更することが承

認されました。

今年度も、関係機関が一体となり、農業者の経営改

善や担い手の育成・確保に取り組んで行く予定です。

２）西諸県地区農業経営指導士への巡回を実施
５月下旬より、指導士への巡回を実施しました。農業経

営指導士は、地域の農業リーダーであり、県の委嘱により

普及センターが行う農業者の支援に対して、協力や助言等

の活動を行います。戸別訪問では、今までの農業経営の経

験、今後の地域農業への思いや担い手確保等について、皆

さんから熱意のある意見を聞くことができ、頼もしく感じ

られました。

７月上旬には西諸県地域の総会を開催予定です。

３）西諸県農業改良普及事業推進協議会の総会を開催
12日、普及センターにおいて普及事業推進協議会総会

を開催しました。各市町、関係団体の首長、組長等が出

席し、昨年度の実績及び今年度の事業計画案について検

討を行いました。

普及センターからは令和４年度普及指導活動実績及び

令和５年度の計画について説明を行い、委員からは新規

品目の導入検討の取組等への質問や視察情報の共有の

要望など意見が出されました。

【会長（JAこばやし組合長）による挨拶】

【個別巡回の様子】

【普及事業推進協議会総会】
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４）５月期子牛郡品評会が開催
10日、小林地域家畜市場において、西諸県郡市畜連主催の

５月期子牛郡品評会が開催されました。

５月13日～15日に開催される５月期子牛セリ市に出品予定

の雌子牛のうち、市町子牛品評会を経た55頭が出品され、審

査の結果、優等賞に８頭、壱等賞に25頭、弐等賞に22頭が選

ばれました。なお、優等賞首席は小林市野尻町の竹山昭徳さ

ん出品の「ながおか596」号（宗守富士－勝平正－美穂国）、

２席は小林市の脇屋敷まさ子さん出品の「もえ」号（耕富士

－秀正実－美穂国）、３席はえびの市の株式会社坂元農場出

品の「第138ゆり」号（宗守富士－福福光－安重守）が受賞されました。受賞牛は体積豊か

で、背幅と腰幅が充実し、均称のとれた雌牛らしさに富む牛であるとの講評でした。

５）中干し講習会を開催
２日、JAえびの市本店において、JAえびの市稲作振興会員

45人を対象に、中干し技術に関する講習会を開催しました。

昨年９月に襲来した台風14号の被害から考える中干し技術

の効果等を説明し、今後の良質米生産に向けて水稲栽培への

意欲がさらに高まることが期待されます。

６）新規需要米に係る説明会を開催
30、31日に高原町ほほえみ館において、延べ175人の方が

出席し、新規需要米に係る説明会が開催されました。

普及センターからは、栽培上の留意事項について栽培こよ

み等を用いて説明しました。

今後、WCS用稲に取組む生産者の防除の徹底がなされ、安定

多収となることが期待されます。

７）「西諸県地区茶業振興協議会」一番茶反省会を開催
26日、西諸県地区茶業振興会の一番茶反省会が小林市内で開催され、会員16名と関係機関

９名が出席しました。

会では、１番茶の実績や今年度の活動計画について協議されました。一番茶の実績は数量

は前年を下回ったものの、単価は前年より２割程度上回り、概ね良好な結果となりました。

また、協議会活動は、これまでコロナ禍で休止していた研修会や視察等を再開すること等が

協議されました。

【優等賞首席 ながおか 596号】

【講習会の様子】

【説明会の様子】
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８）「えびの市畑地かんがい事業推進協議会」総会が開催
30日、えびの市飯野地区コミュニティセンターにおいて「えびの市畑地かんがい事業推進

協議会」総会が開催され、令和４年度事業実績と令和５年度の事業計画（案）について承認

されました。総会終了後、普及センターからは令和４年度の畑かん営農推進活動に関する報

告を行いました。

先月から開催された各市町等の畑かん関連総会は全て終了し、令和５年度の活動が本格的

に始まりました。普及センターでは、引き続き関係機関と連携して、畑かんを利用した畑地

作物の振興や水利用の促進を進めていきます。

９）母の日の花の販売
12日、西諸県管内の鉢苗生産者が栽培したカーネーショ

ンをラッピングしたものと、同管内の花屋がアレンジメン

トしたものを、母の日に向けて農業関係者に販売しました。

カーネーションは様々な品種（色）があり、自分用や日

頃の感謝を伝えるための贈り物として好みの色を購入して

いました。今後も、生産者と花繋がりで、地域を盛り上げ

ていきたいと思います。

Ⅱ 主な普及指導活動等の取組

１ プロジェクト(総合、専門）に関する普及活動

(持続可能な農業生産の実現へ向けたアグリプレーヤーの確保・育成）
１）就農相談を実施

９日、普及センターにおいて、えびの市で露地野菜での就農希望者の就農相談に対応しま

した。今後、親の露地野菜経営の継承による就農に向けて、認定新規就農者の認定を取得す

るため、就農計画の作成を支援していきます。

26日、普及センターにおいて、えびの市の就農希望者の２回目の就農相談に対応しました。

先月、１回目の相談に対応した際は、品目は未定でしたが、市内の施設野菜生産者のところ

を視察に行き、ピーマンでの研修、就農を決断しました。今後、まずは、えびの市の施設ピ

ーマン農家での研修が行えるよう支援していきます。

31日、普及センターにおいて、小林市で父親の肉用牛繁殖経営の継承による就農希望者の

相談に対応しました。継承について専門家に相談に行くことの助言や補助事業関連の説明を

行い今後の進め方について検討しました。また、今後、認定新規就農者の認定も取得予定な

ので、関係機関と連携しながら支援していきます。

※就農相談対応（面談）等 ３名

（内訳：えびの市：露地野菜１名、施設ピーマン１名 小林市：肉用牛繁殖１名）

【カーネーションの販売】
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２）令和５年度にしもろサップ総会を開催
18日、普及センターにおいて、にしもろサップ会員24名中14名（委任状３名含む）、農業

経営指導士や関係機関、普及センター職員など29名が参加し、合計43名で令和５年度にしも

ろサップ総会を３年ぶりに対面で開催しました。

総会では、活動実績、規約改正、役員改選、活動計画の議案が承認されました。

にしもろサップは、県内でも活動が活発なので、今後も会員の増加や活気のある活動を支

援していきます。

（未来に繋ぐ“持続的な次世代型水田農業”の実現）

１）畦畔除草剤試験の実施
除草剤を選ばずに畦畔に使用すると、崩れる危険がありま

す。しかし、除草剤は省力化技術として有効であるため、昨

年から高原町において畦畔に除草剤を連年使用する影響等を

見る試験を行っています。今年は15日に１回目の除草剤散布

を実施しました。

この畦畔除草剤試験は、夏場の草刈り回数を削減するため

の省力化技術となっており、今回の展示ほは約360㎡の畦畔

に薬剤散布を行いました。

（にしもろの畑地を生かした収益性の高い加工・業務用野菜産地の確立）

１）小林市と共同で中生さといものかん水展示ほを設置
８日、小林市と共同で、中生さといもでの大型スプリンク

ラーを利用したかん水効果の展示ほ設置作業を行いました。

令和４年度の展示ほでは、早生さといもで増収効果を確認

できたため、今年度は中生さといもで展示ほを設置し、より

広くかん水の効果を周知することを目的としています。

畑かん水を活用することで、干ばつ害を回避するだけでな

く、生育初期から土壌水分を適湿に保つことで反収と収益が

増加するように関係機関とともに支援していきます。

【にしもろサップ総会の様子】 【副地区長あいさつ】

【散布４日後の様子】

【大型スプリンクラーの設置作業】
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（魅力的な子牛産地を支える実力ある肉用牛繁殖経営の確立）

１）セリ時のポスター掲示による啓発
14日、肉用牛繁殖経営における飼料作物の基礎技術の重要性に

ついて啓発を行うため、家畜セリ市場にポスター掲示を行いまし

た。内容は、硝酸態窒素中毒への注意喚起と良質なサイレージの

調製方法です。

今後も、引き続き、基本的技術の紹介を行い、繁殖経営の管理

技術の向上を目指していきます。

（スマート生産基盤の確立による収益性の高い果菜類産地の育成）

１）ＪＡえびの市ピーマン部会目揃え・栽培講習会の開催
15日、JAえびの市において目揃え・栽培講習会が開催され、

生産者約20名が参加しました。講習会では、普及センターか

ら、気象情報やそれに伴う栽培管理、スリップスの防除につ

いて説明を行いました。

講習会後には、黒江氏のハウスで「京まつり」、「京すず」、

「京ゆたか」の３品種の視察を行い、生産者同士で活発な意

見交換が行われました。

６月には、JAとともに講習した内容が実践できているか確

認する予定です。

（魅力ある西諸果樹産地の維持・発展）

１）小林市果樹農業振興推進対策協議会 梨ブドウ管理講習会
９日、小林市内の園地にて梨ブドウ管理講習会が開

催され、生産者30名程度、関係機関３名が参加しまし

た。普及センターからは梨ブドウの当面の管理、病害

虫・生理障害、昨年の試験結果、新規薬剤、新品種に

ついて説明しました。また、一部でシャインマスカッ

トの未開花症の発生が見られたので、摘房・摘粒で対

応してもらうことにしています。今後は、試験場果樹

部とともに、聞き取り調査を行います。

これからも、梨ブドウの大事な管理時期が続くため、

個別巡回にて指導を行います。

【栽培管理等についての説明】

【果振協 梨ブドウ管理講習会】
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２）JAこばやし梨・ぶどう部会 梨ブドウ管理講習会
16日、小林市内の園地にて梨ブドウ管理講習会が開催され、生産

者20名程度、関係機関２名が参加しました。普及センターからは梨

ブドウの当面の管理、病害虫・生理障害、昨年の試験結果、新規薬

剤、新品種について説明しました。また、一部でシャインマスカッ

トの未開花症の発生が見られたので、摘房・摘粒で対応してもらう

ことにしています。今後は、試験場果樹部とともに、聞き取り調査

を行います。

これからも、梨ブドウの大事な管理時期が続くため、個別巡回に

て指導を行います。

３）第５回 須木果樹振興協議会が総会
17日、小林市須木地区永田公民会にて、総会が開催され、

生産者60名程度、関係機関10名程度が参加しました。普及

センターからは来賓祝辞とくり・ゆずの当面の管理につい

て説明しました。さらに、今年のくり・ゆずの暦更新に向

けて困っている病害虫などの聞き取りを行ったところ、気

温が上がっているためか害虫の発生が前進化しており、４

・５月の防除も増やした方が良いのではないかとの声が聞

かれました。

総会終了後の情報交換会では、新型コロナにより４年ぶ

りの開催となったこともあり、意見交換が盛り上がりまし

た。今後も高品質なくり・ゆず生産のために、引き続き支援を行います。

（西諸県地域の特色を活かした花き産地振興）

１）キイチゴ「ベビーハンズ」の目揃え会及び栽培講習会
2日、JAえびの市野菜集荷場にて、えびの市管内のキイ

チゴ「ベビーハンズ」生産者に対する目揃え会及び栽培講

習会が行われ、生産者５名、関係機関５名が参加しました。

JAの販売と指導の担当から、それぞれ昨年の出荷実績や

母の日などに向けた販売、出荷基準や方法についての説明

がありました。普及センターからは、４月９日に発生した

霜害の報告と今後の管理について説明を行いました。

４月上旬の霜害の影響などで、母の日の出荷は少ないよ

うですが、秋まで安定して出荷できるよう、JAと協力して

生産者の支援していきます。

【キイチゴ「ベビーハンズ」栽培講習会】

【JAこばやし 梨ブドウ管理講習会】

【須木果樹振興協議会 総会】
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２）JAこばやし花卉部会巡回・定例会
10日、小林市管内において、ハウス巡回と定例会に生産

者４名、関係機関４名が参加しました。今回の巡回では８

月お盆出荷作型を中心に生育状況の確認を行いました。

定例会では、JAから現在の販売状況と８月お盆出荷に向

けた生産について情勢報告がありました。普及センターか

らは、害虫の発生及び防除、薬害について情報提供を行い

ました。

今後は、気温も高くなり、害虫の発生や定植前後の立ち

枯れなどの発生が多くなってくる時期となります。引き続

き部会活動などを通して生産者へ支援を行っていきます。

３）ラナンキュラスの掘り上げ実態調査の巡回
管内において、球根掘り上げ状況を把握するため、５日

間に８戸のほ場を巡回しました。

日中の温度が高く晴れが続いたことから、全体的に例年

より枯れ上がりが早く、掘り上げも早く実施され、乾燥は

天日干しで十分に乾燥されていました。

今後、球根は低湿度で保管する必要があり、土の水分量

について、引き続き支援していきます。

２ プロジェクト(基本、重点）以外の普及活動

１）西諸県地区女性農業者サポート協議会総会及び研修会を開催
17日、普及センターにおいて、西諸県地区女性農業者サポ

ート協議会委員26名中22名（委任状６名含む）及び関係機関

など10名の計32名が参集し、総会及び研修会を開催しました。

総会では、実績、計画、役員改選など全ての議案が承認され

ました。

また、総会に引き続き、小林市で地場産食材を使用した料

理を提供している「ここやっど 小林」の地井シェフを講師

に招き、「農畜産業における食育授業の重要性」と題して研

修会を開催しました。研修の冒頭に、講師が準備したアイス

クリームに使われている意外な食材について、クイズ形式で

やり取りをしたり、小学校の食育授業で行っている「味覚の

授業」の取り組みについて紹介があったりと、参加者は、興

味を持ち、話に聞き入っていました。研修後の質疑も活発に

行われ、参加者の関心の高さが伺えました。

【ＪＡこばやし花き部会巡回・定例会】

【サポート協議会 総会】

【サポート協議会 研修会】

【ラナンキュラス球根実態調査】
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２）西諸県地区花き技術員会県内現地視察の開催
16日、JA宮崎中央管内にて現地視察研修を実施し、関係機関９名が参加しました。現在、

えびの市を中心に生産が始まっているユーカリとキイチゴ「ベビーハンズ」のほ場を視察し、

JA宮崎中央の担当と中部農業改良普及センターの花き担当に対応してもらいました。

ユーカリ及びキイチゴほ場では、栽培管理や出荷形態について説明があり、苦労している

点や今後の展望などについて生産者やJAと意見交換ができました。

数年ぶりの管外視察ということもあり、関係機関のコミュニケーションも図ることができ

ました。今後も引き続き、現地視察を交えながら関係機関との連携を行い課題に取り組んで

いきます。

３）キイチゴ「ベビーハンズ」横箱輸送試験の検討
キイチゴ「ベビーハンズ」の出荷経費・流通コスト軽減を図るた

め、JA宮崎経済連が主体となって横箱輸送試験が実施されました。

20日にJAえびの市管内の生産者に収穫・調整していただいた束

を、22日にJAえびの市野菜集荷場で箱詰めの作業を行いました。作

業時間を計測し、輸送箱に温度を測定する機器を設置し、発送しま

した。慣れない作業であったので、少し作業時間はかかりましたが、

24日の市場での出荷後の状態調査ではしおれが少なく、概ねきれい

な状態でした。

出荷物の状態や出荷時の環境などで、出荷後の状態は変わってき

ますが、今年度中に作業面とコスト面、品質面を数回検討し、でき

るだけ生産者の負担の少ない出荷形態にしていきたいと思います。

４）耐暑性りんどうの試験場花き部の現地試験の調査
23日、総合農業試験場花き部が、えびの市の生産者のほ

場で、特性調査と収穫を実施しました。

このほ場は、総合農業試験場が選抜した耐暑性りんどう

の現地試験のために設置しており、調査では開花株の草勢

維持の枝を３本程度残し、残りを収穫しました。収穫した

りんどうは、花き部が持ち帰り調査を行います。

今後は、花き部やJAと情報を共有しながら、耐暑性りん

どうの生産性について検討していきます。

【花き技術員会県内現地視察】 【花き技術員会県内現地視察】

【キイチゴ横箱輸送試験準備】

【耐暑性りんどうの収穫調査】
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５）高原町花卉部会総会
25日、高原町管内において、生産者７名、市場関係者2

名、関係機関12名が参加し、総会と懇親会が開催されまし

た。

数年ぶりの対面での総会及び懇親会の開催ということも

あり、普段接することの少ない生産者や市場、関係機関の

コミュニケーションも図ることができました。

【高原町花き部会総会】


